














1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

出展企業数 174 208 240 255 260 250 262 252 255 261

地域内企業 149 174 179 185 198 197 202 192 179 178

地域外企業 0 9 20 30 38 38 42 40 59 64

学校・研究機関・
海外・企画　等

25 25 41 40 24 15 18 20 17 19

ブース数 229 303 330 449 460 445 465 440 456 469

地域内企業 204 265 262 319 336 351 370 340 338 336

地域外企業 0 9 37 42 53 56 62 60 87 95

学校・研究機関・
海外・企画　等

25 29 31 88 71 38 32 40 31 38

来場者数 11,999 13,230 17,800 23,100 26,750 27,020 27,470 23,950 24,180 25,928

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
2020
Web

2021
Web

出展企業数 337 332 357 403 412 422 419 425 242 227

地域内企業 201 202 215 237 225 221 229 217 144 129

地域外企業 97 99 110 123 145 156 151 170 92 94

学校・研究機関・
海外・企画　等

39 31 32 43 42 45 39 38 6 4

ブース数 527 519 533 533 551 558 575 571 242 227

地域内企業 309 293 296 310 307 293 305 288 144 129

地域外企業 123 126 135 127 152 157 163 179 92 94

学校・研究機関・
海外・企画　等

95 100 102 96 92 108 107 104 6 4

来場者数 24,733 26,056 26,127 27,284 27,722 27,742 28,876 27,841 16,980 56,657

22 23

2022
Web

2022
リアル

2023 2024 2025 対前年比

出展企業数 70 390 340 359 340 94.7%

地域内企業 27 170 177 174 175 100.6%

地域外企業 40 171 137 167 150 89.8%

学校・研究機関・
海外・企画　等

3 49 26 18 15 83.3%

ブース数 70 509 335 359 356 99.2%

地域内企業 27 218 167 169 167 98.8%

地域外企業 40 178 117 148 130 87.8%

学校・研究機関・
海外・企画　等

3 113 51 42 59 140.5%

来場者数 6,178 14,553 20,230 18,769 15,039 80.1%

諏訪圏工業メッセの出展社数・ブース数・来場者数の推移　【2002年～2025年】
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諏訪圏工業メッセ「２０２５」の
開催効果に関する調査

～最終報告書～

2025年10月

一般財団法人 長野経済研究所

諏訪圏工業メッセ「2025」の成果と
今後に向けて
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52.1 
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41.9 

なし

47.9 

なし
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メッセ2022出展からメッセ

2023までの商談の有無

（n＝146）

メッセ2023出展からメッセ

2024までの商談の有無

（n＝191）

（％）

メッセ2022出展からメッセ
2023までの商談の有無

メッセ2023出展からメッセ
2024までの商談の有無

平均商談先数 11.0先 15.6先

あり

40.6%

なし

59.4%

出展から本調査実施時点までの商談の有無

n=224

平均商談先数

１社あたり

7.5先

あり

50.0%

なし

50.0%

メッセ2024出展から2025出展までの

商談の有無

n=214

平均商談先数

１社あたり

10.8先

メッセ出展を契機とした商談の有無について
2

 「メッセ2025」（開催直後）における新規取引先との商談の有無をみると、「あり」が

40.6％で１社あたりの平均商談数は7.5先となっている。また、前回に引き続き今回も

出展している企業に「メッセ2024」（前回メッセ）から現在までの商談の有無を尋ねると、

「あり」が50.0％で平均商談数は10.8先となった。

県内外の幅広い業種の来場者が訪れるメッセは、出展社が製品や技術を効果的に

PRできる場となっており、企業間のマッチングの場として機能してきた。こうした中、岡

谷市での開催は３回目となったが、従前と変わらず、重要な商談獲得の機会となって

いることがうかがわれる。
（参考）

メッセ2024出展からメッセ2025出展までの
商談の有無

出展から本調査実施時点までの商談の有無

あり

21.1

あり

14.1

なし

78.9 

なし

85.9 

メッセ2022出展からメッセ

2023までの受注の有無

（n＝161）

メッセ2023出展からメッセ

2024までの受注の有無

（n＝199）

（％）

メッセ2022出展からメッセ
2023までの受注の有無

メッセ2023出展からメッセ
2024までの受注の有無

平均受注先数 3.3先 3.3先

あり

17.7%

なし

82.3%

メッセ2024出展からメッセ2025出展

までの受注の有無

n=232

平均受注先数

１社あたり
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あり
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なし

96.5%

出展から本調査実施時点までの受注の有無

n=230

平均受注先数

１社あたり

3.0先

メッセ出展を契機とした受注の有無について
3

 「メッセ2025」（開催直後）における受注獲得状況をみると、3.5％の企業が「受注あり」

と回答し、１社あたりの平均受注先数は3.0先となっている。

また、「メッセ2024」（前回メッセ）開催から１年も経過していないが、この間に17.7％の

企業が受注を獲得し、平均受注先数は3.1先である。メッセをきっかけとして、継続的に

コミュニケーションを行うことが、受注獲得の重要なポイントであることが分かる。

（参考）

出展から本調査実施時点までの受注の有無 メッセ2024出展からメッセ2025出展
までの受注の有無
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営業・マーケティング力

技術・新製品開発、設計能力

会社全体の企画・計画等立案能力

生産計画・品質・工程等、生産管理技術

AI活用

DXの取り組み

情報化・IT化への対応、インターネットの活用

他社・大学等との連携

ＳＤＧｓの取り組み

材料調達・製品出荷等、物流管理

海外展開・国際化への対応

ゼロカーボンの取り組み

賃金制度等、人事・労務管理

特許申請等への取組み

決算処理､資金繰り等、経理・財務管理

その他

今後、経営上強化したいもの（自社の課題）

n=249

※）複数回答のため、合計は100％とならない

（％）

出展社の課題は販路開拓や新製品開発
4

自社で今後強化したいもの（自社の課題）は、「営業・マーケティング力」が57.8％と最

も高く、次いで「技術・新製品開発、設計能力」が41.8％となり、多くの企業で新たな販

路開拓や新製品の開発を課題として捉えている。

地域の強みを生かした魅力あるSUWAブランドの創造を
5

24回目の開催となった諏訪圏工業メッセは、諏訪圏企業が持つ高度な技術力を発信するとともに、

出展社の新規受注獲得や販路拡大の場としてブランド力を高めている。本メッセのもたらす経済

効果は大きく、ものづくりに関心の高い学生の来場もみられるなど地方創生の一翼を担うイベント

となっている。

各種企画の取り組みは定着しており、効率的な情報収集や商談のきっかけ作りが出来るなど出展
社・来場者から評価されている。超精密・微細加工技術を有する中小企業の集積と、豊富な地域

企業ＯＢ人材を活用し、地域全体で魅力あるSUWAブランドを創造し、国内外に発信していくことが

求められる。

魅力あるSUWAブランドの創造
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調査の概要
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 調査日 ：2025年6月26日～28日

 調査対象：｢諏訪圏工業メッセ2025｣来場者

 調査場所：メッセ会場出口

 調査方法：iPad端末入力

 回答者数：821人

※各設問ごとに無回答は除き集計

※グラフ等の回答割合については四捨五入して

表記しており、合計が100にならない場合がある

 調査項目：

・来場者の職業、事業分野、職種、役職

・見学経験

・住所(会社所在地) 

・来場の目的、成果、見学(滞在)時間

・日程、主な交通手段、宿泊地

・宿泊費、食事･土産代等の予算

・今後強化したいもの

・本年実施した企画

・２箇所開催に対する評価 など

 調査時期：2025年6月30日～7月18日

 調査対象：｢諏訪圏工業メッセ2025｣

出展企業・大学等340先

 調査方法：PC端末入力、Eメール、FAX

 有効回答：265事業所（有効回答率77.9％）

※各設問ごとに無回答は除き集計

※グラフ等の回答割合については四捨五入して

表記しており、合計が100にならない場合がある

 調査項目：

・出展社の業種、得意技術

・出展の目的、事前活動、目標

・出展のための費用

・出展によるビジネス面の効果

・出展によるビジネス面以外の効果

・今後強化したいもの

・本年実施した企画の評価およびその理由

・本メッセ全体の評価およびその理由

・来年度出展希望、岡谷市開催に関する評価など

来場者アンケート調査の概要 出展社の成果・効果に関する調査の概要
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１．来場者アンケートの結果―来場者の職業（業種）、職種― 7

 「メッセ2025」来場者の職業（業種）は、「一般機械」（16.2％）や「精密機械」（10.1％）な

どを中心に機械系製造業が41.4％と最も多くなった。

製造業以外では「商社・機械器具卸売業」（7.8％）、「公務員」（6.9％）、「学生・教員」

（6.2％）などの来場もあり、本メッセは幅広い層から関心を集めている。

来場者の職種は、「製造・組立」が30.0％と最も高い割合となり、次いで、「開発・設計」

（23.0％）、 「営業・販売」（16.6％）、 「購買・資材」（11.8％）の順となった。
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来場者の住所、来場回数
8

来場者の住所は諏訪地域内からが40.6％と最も高く、諏訪地域を除く県内からが

43.1％となった。また、長野県外からの来場者は16.3％となった。

県外からの来場者は東京都や愛知県、山梨県を中心として、関東地方や中部地方が８

割を超えている。

これまでの来場回数は「はじめて」が36.4％と最も多く、継続開催で認知度が向上して

いる。一方、「４回以上」の来場者は35.0％と、リピーターが定着している状況がうかが

える。
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来場の目的
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※）複数回答のため、合計は100％とならない。
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来場の目的と成果
9

来場の目的で多かった回答は「新規取引先の開拓」が30.1％と、取引拡大の機会とし

て来場者の関心を得ている。

「新規取引先の開拓」は、23年の19.5％から24年は29.4％と、9.9ポイント上昇した後、

25年も引き続き高い回答率を維持しており、取引拡大の機会としての魅力が高まって

いる。

来場の成果は、「出展企業の情報収集ができた」が47.1％となったほか、「出展企業と

の打合せ・情報交換ができた」（28.6％）、「出展企業の製品内容・技術レベル等の確認

ができた」（20.1％）と来場の目的にかなう成果が出ている。加えて、「教育・研修に役

立った」が19.1％となり、社員教育・研修の一環としても機能していることがわかる。



諏訪地域以外からの来場者の日程、交通手段
10

諏訪地域以外からの来場者の日程については、県内からの来場者が多いことから「日

帰り」が91.8％と最も高くなった。宿泊は、「１泊」が6.4％と最も高くなった。

交通手段も、例年と同様「自家用車・社用車」が85.7％と最も多くなった。

宿泊を伴った来場者の宿泊地は、諏訪市での宿泊利用が45.0％と最も多く、諏訪市以

外の諏訪圏内での宿泊利用と合わせると約８割の来場者が諏訪圏内で宿泊施設を利

用しており、地域経済にも本メッセは貢献している。
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来場者の見学（滞在）時間、本メッセ以外への立ち寄り
11

来場者の見学（滞在）時間は「１時間～２時間」が50.7％と最も高い割合を占めた。次い

で「30分～１時間」（22.3％）、 「２時間～３時間」（16.4％）となった。

本メッセ以外へ「立ち寄った・予定がある」は13.9％となった。その立ち寄り先としては、

取引先への訪問のほか、諏訪周辺地域の観光などがあった。
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13.9%

本メッセのみ

86.1%

本メッセ以外の立ち寄りの有無

n=488



8.5 

6.9 

6.5 

6.5 

5.4 

5.4 

3.0 

41.4 

0 10 20 30 40 50

中小企業の技術支援拠点

（長野県工業技術総合ｾﾝﾀｰ）

日本マイクロソフト（株）

長野県航空機産業振興の取組

長野県におけるｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援の取組

ジェトロ諏訪

長野県産業振興機構ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

海外各国の展示

どれも見学しなかった

本年実施した企画で実際に見学したもの

n=821※）複数回答のため、合計は100％とならない。

（％）

本年実施した企画で実際に見学したもの
12

本年実施した企画で実際に見学したものは、「中小企業の技術支援拠点（長野県工業

技術総合センター）」が8.5％と最も高く、中小企業の技術支援に対する来場者の関心

の高さがうかがわれる。このほか、「日本マイクロソフト（株）」（6.9％）、「長野県航空機

産業振興の取組」（6.5％）、「長野県におけるスタートアップ支援の取組」（6.5％）が続い

た。

一方、「どれも見学しなかった」が41.4％と24年の29.0％から12.4ポイント上昇した。
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メッセに来場したきっかけ
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メッセ会場に来場したきっかけは「招待状」が32.8％と最も高く、次いで「諏訪圏工業メッ

セのホームページ」が28.4％、「新聞広告」が16.2％となった。

「諏訪圏工業メッセのホームページ」のほか、「インターネット広告」（14.1％）など、イン

ターネットをきっかけとした回答も目立った。

「その他」の中では、 「会社や知人、お客様からの紹介」、「学校行事の一環」、「毎年来

ている・以前から知っている」などをきっかけに来場した人が多くみられた。



金属製品製造業

30.8%

電子部品・デバイス

製造業

7.6%

精密機械器具製造業

7.2%

電気機械器具製造業

7.2%プラスチック製品製造業

4.8%

輸送用機械器具製造業

1.2%

一般機械器具製造業

4.0%

情報サービス業

6.8%

その他

30.4%

出展社の業種

n=250

製造業
62.8％

２．出展社アンケートの結果―出展社の業種、出展回数― 14

出展社の業種は「金属製品製造業」（30.8％）や「電子部品・デバイス製造業」（7.6％）を

中心に、製造業が62.8％となった。製造業以外には「情報サービス業」（6.8％）のほか、

「その他」（30.4％）では商社や大学・研究機関、建設関連等の出展があった。

48.2 

37.5 

37.2 

26.1 

9.9 

3.2 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60

既取引先、取引見込先への宣伝、招待

展示品の開発、製作

チラシ等販促ツールの作成

社内準備委員会設置等による社内意識

の醸成

特に行なっていない

効果的な展示方法についての講習参加

その他

「諏訪圏工業メッセ2025」出展に向けて行った活動
（％）

n=253

※）複数回答のため、合計は100％とならない

79.7 

51.6 

43.8 

28.5 

12.9 

10.2 

3.1 

0.4 

5.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

新規取引先の獲得

自社の知名度向上

来場者・出展社との情報交換

既存取引先との取引拡大・深耕

来場者・出展社との連携構築

社員の教育･育成

展示会出展のノウハウ取得

つきあい、目的は特にない

その他

「諏訪圏工業メッセ2025」出展の目的

n=256

※）複数回答のため、合計は100％とならない

（％）

出展の目的、出展に向けて行った活動
15

出展の目的では、「新規取引先の獲得」が79.7％と最も高い割合となった。次いで、「自

社の知名度向上」（51.6％）、「来場者・出展社との情報交換」（43.8％）の順となった。出

展社はメッセを販路・取引拡大の場として捉えていることがうかがえる。

出展に向けて行った活動では、「既取引先、取引見込先への宣伝、招待」が48.2％と最

も高い割合となった。次いで、「展示品の開発・製作｣（37.5％）、「チラシ等販促ツールの

作成」（37.2％）、の順となっている。このように、各企業の営業活動強化や、展示品の

製作等の準備を通じて社内意識を高めていることがうかがえる。



「メッセ2024」への出展を契機とした受注のポイント 16

 「メッセ2024」（前回メッセ）への出展を契機とした受注のポイントは、「技能・技術」が

50.0％と最も高い割合となった。次いで 「コスト」（41.4％）、「納期（リードタイム）」

（31.4％）の順となった。出展社の技術・技能やコスト競争力の高さが受注獲得の主な

理由となっている。

50.0 

41.4 

31.4 

14.3 

11.4 

11.4 

8.6 

7.1 

2.9 

1.4 

12.9 

0 10 20 30 40 50 60

技能・技術

コスト

納期（リードタイム）

開発力

立地（距離）

機械・設備

紹介（既存取引先・知人等）

トップセールス

ユニット化

ISO等の公的認定

その他

「諏訪圏工業メッセ2024」への出展を契機とした受注のポイント

※）複数回答のため、合計は100％とならない

n=70

（％）

58.7 

55.1 

53.9 

50.8 

27.6 

23.2 

1.6 

1.2 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

来場者・出展企業との情報交換が行えた

地域内企業の情報収集ができた

他の出展企業との間で交流が深まった

自社の知名度が向上した

来場者・出展企業との連携につながった

社員教育、育成につながった

特に効果はなかった

プレゼンや講演会が参考になった

その他

「諏訪圏工業メッセ2025」出展による

ビジネス面（商談や受注獲得）以外の効果

n=254

※）複数回答のため、合計は100％とならない

（％）

「メッセ2025」ビジネス面（商談や受注獲得）以外の効果 17

ビジネス面以外の効果としては、「来場者・出展企業との情報交換が行えた」が58.7％

と最も高く、次いで「地域内企業の情報収集ができた」（55.1％）、 「他の出展企業との

間で交流が深まった」（53.9％） 、「自社の知名度が向上した」（50.8％）などが続いた。

各社は積極的に情報交換や情報収集を行っている。

Ｐ15の「出展の目的」において、「自社の知名度向上」や「来場者・出展社との情報交

換」が上位となっており、本メッセは情報提供・収集、自社PRの面で出展社の期待に応

えているといえる。



15.5 

8.2 

81.5 

0 20 40 60 80 100

成長分野の展開促進コーナー

国際競争力の強化コーナー

どれも見学しなかった

実施した企画テーマゾーンで、実際に見学したもの
（％）

n=232

※）複数回答のため、合計は100％とならない

実施した企画テーマゾーンで、実際に見学したもの
18

実施した企画テーマゾーンで、実際に見学した割合は、「成長分野の展開促進コー

ナー」は15.5％、 「国際競争力の強化コーナー」は8.2％となった。

また、「どれも見学しなかった」が81.5％と、前回（71.4％）から上昇した。

14.3 

29.4 

77.1 

58.8 

5.7 

5.9 

2.9 

5.9 

成長分野の展開促進

コーナー（n＝35）

国際競争力の強化

コーナー（n＝17）

本年実施した企画の評価

大いに役立った 少し役立った あまり役に立たなかった 役に立たなかった

役に立った
（％）

本年実施した企画の評価
19

本年実施した企画の評価では、役に立った（「大いに役に立った」＋「少し役に立っ

た」）の割合が、 「成長分野の展開促進コーナー」が９割を超えた。「国際競争力の強

化コーナー」も前年から上昇し、約９割となった。



31.1 

11.5 

63.1 

成長分野の展開促進コーナー

国際競争力の強化コーナー

特にない

0 20 40 60 （％）

本年実施した企画の中で来年も実施を期待するもの

n=244

本年実施した企画の中で来年も実施を期待するもの
20

本年実施した企画の中で来年も実施を期待するものでは、 「成長分野の展開促進コー

ナー」が31.1％、 「国際競争力の強化コーナー」 が11.5％となった。

67.5 

65.6 

66.1 

51.6 

20.6 

25.4 

24.5 

39.0 

11.9 

8.9 

9.4 

9.4 

2025年

（n＝252)

2024年

（n＝224）

2023年

（n＝277）

2022年

（n＝287）

（％）

SDGsの取り組み

既に取り組んでいる 今後取り組む予定 取り組む予定はない

出展企業のSDGsの取り組み
21

出展企業のSDGsの取り組みでは、「既に取り組んでいる」（67.5％）と「今後取り組む予

定」（20.6％）を合わせた、約９割の企業が取り組みに前向きな意向を示した。

24年と比較して、「既に取り組んでいる」企業の割合は1.9ポイント増加し、約９割の企業

が何かしらの取り組みを既に実施、ないしは取り組む予定があることがうかがえる。



27.6 

25.7 

21.2 

29.9 

37.0 

46.9 

41.4 

42.7 

22.8 

17.3 

25.2 

20.1 

11.0 

8.0 

8.6 

5.9 

1.6 

2.2 

3.6 

1.4 

2025年

（n＝254）

2024年

（n＝226）

2023年

（n＝278）

2022年

（n＝288）

（％）

「諏訪圏工業メッセ2025」の全体評価

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満足 不満

満足

「メッセ2025」全体評価 22

メッセ出展の全体評価は「満足」と「やや満足」を合わせて64.6％となった。その理由とし

て、「地元企業との交流」などの情報収集や、「自社の知名度の向上につながった」、

「新規受注につながる商談が多数あった」などの自社アピールや宣伝、今後の取引拡

大につながる理由が多く挙げられた。ただ、24年と比較すると「満足」（「満足」＋「やや

満足」）の割合は8.0ポイント低下した。

「やや不満」、「不満」は合わせて12.6%と、 24年と比較して2.4ポイント上昇した。その理

由として、「会場の気温の暑さ」、「展示エリアにより集客の差があった」など会場に関す

る回答が目立った。その他では、「商談目的の来客が少ない」、「会場誘導や案内がわ

かりにくい」、「一般客や学生が多い」といった回答があった。

15.5 

17.7 

46.2 

60.2 

60.2 

50.2 

24.3 

22.1 

3.6 

2025年

（n＝251)

2024年

（n＝226）

2023年

（n＝275）

（％）

岡谷市開催に関する評価

良かった どちらともいえない 良くなかった

岡谷市開催に関する評価
23

岡谷市開催に関する評価について、「良かった 」の割合が2.2ポイント低下し、「良くな

かった」の割合が2.2ポイント上昇した。

前回に比べ、出展者の評価がやや厳しくなったことが分かる。



70.9 

69.6 

61.2 

27.5 

28.6 

36.0 

1.6 

1.8 

2.9 

2025年

（n＝251)

2024年

（n＝227）

2023年

（n＝278）

（％）

来年度「諏訪圏工業メッセ2026」への出展希望

出展予定 どちらとも

いえない
出展しない

来年度「メッセ2026」出展希望 24

来年度の「メッセ2026」への出展希望では、70.9％の企業が「出展予定」としており、前

回よりも1.3ポイント上昇している。

引き続きビジネス拡大や情報収集、運営方法の見直しなど出展社のニーズを満たし、

出展効果を高めていくことが求められる。

43.0 

35.8 

33.5 

31.3 

38.1 

43.6 

25.7 

26.1 

22.9 

2025年

（n＝249)

2024年

（n＝226）

2023年

（n＝275）

（％）

ゼロカーボンへの取り組み

既に取り組んでいる 今後取り組む予定 取り組む予定はない

49.4 

54.2 

44.6 

35.9 

31.6 

41.7 

14.7 

14.2 

13.8 

2025年

（n＝251)

2024年

（n＝225）

2023年

（n＝276）

（％）

DXへの取り組み

既に取り組んでいる 今後取り組む予定 取り組む予定はない

DXとゼロカーボンへの取り組み 25

DXへの取り組みについて、「既に取り組んでいる」先が49.4％と、前回から4.8ポイント

低下した。一方、ゼロカーボンへの取組については、「既に取り組んでいる」先が43.0％

と前回から7.2ポイント上昇している。

ゼロカーボンへの関心の高さが引き続きうかがえるほか、前年に比べ実行に移す動き

に拡がりがみられる。一方、DXへの関心は低下傾向にあるものの、８割の企業が何か

しらの取り組みを既に実施、ないしは取り組む予定があることがうかがえる。



交通費の推計

交通手段 地域
利用者数
　　（人）

道路料金
　　　（円）

ガソリン代
　　　（円）

バス代
　　（円）

電車代
　　（円）

交通費
単価（円）

総額
（千円）

マイカー 諏訪地域 6,151 182 182 1,120
北信 782 2,280 1,441 3,721 2,910
東信 902 0 834 834 753
中信 2,451 760 455 1,215 2,978
南信 1,835 900 531 1,431 2,625
東日本 1,323 470 379 849 1,124
西日本 361 2,140 1,138 3,278 1,183

電車 北信 105 5,440 5,440 573
東信 15 6,240 6,240 94
中信 256 840 840 215
南信 60 1,020 1,020 61
東日本 526 2,540 2,540 1,337
西日本 165 5,440 5,440 900

高速バス 北信 0 3,400 　 3,400 0
東信 0 4,960 　 4,960 0
中信 15 1,100 1,100 17
南信 0 1,100 1,100 0
東日本 0 3,800 3,800 0
西日本 0 3,400 3,400 0

その他 県内・県外 90 2,812 254

来場者数 15,039 16,142

　（うち諏訪地域内 6,151 ）

３．「メッセ2025」開催による直接経済効果―来場者の直接消費額― 26

「メッセ2025」来場者の直接消費額 （アンケートからの推計）は、23,950千円となった。

内訳は宿泊費3,738千円、食事・土産代1,764千円、その他2,306千円、交通費16,142千

円（県内で消費したと考えられる交通費のみ）となった。

2024年と比較して、来場者１人あたりの消費額は増加したものの、来場者数の減少か

ら、直接消費額は減少した。

＜来場者直接消費額推計の主な前提＞

直接消費額23,950千円

「諏訪圏工業メッセ2025」来場者消費額の推計

・アンケート回答結果から地域ごとに平均消費額を算定
・来場者の地域比率はアンケート回答者の回答比率を使用
・上記により算出した地域別来場者数に平均消費額を乗じて算定
・交通費は県外からの来場者分も県内に入ってからのみ算定

「諏訪圏工業メッセ2025」県内企業の出展関連消費額（推計）

2023年 2024年 2025年 2023年 2024年 2025年

製品開発
（製品改良等を含む）

796,373 594,568 286,975 201,482 117,724 63,421

部材等購入費 82,050 87,835 66,407 20,759 17,391 14,676

設備投資費 234,044 264,100 831,540 59,213 52,292 183,770

その他 259,636 231,648 198,715 65,688 45,866 43,916

小計 1,372,103 1,178,151 1,383,637 347,142 233,273 305,783

（「設備投資費」除く小計） 1,138,059 914,051 552,097 287,929 180,981 122,013

交通費 17,024 16,081 23,240 4,307 3,184 5,136

飲食費 13,624 11,146 17,787 3,447 2,207 3,931

宿泊費 40,769 25,064 41,970 10,315 4,963 9,275

その他 174,351 74,304 92,891 44,111 14,712 20,529

招待費 50,429 34,600 12,371 12,759 6,851 2,734

小計 296,197 161,195 188,259 74,939 31,917 41,605

（「その他」除く小計） 121,846 86,891 95,368 30,828 17,204 21,076

1,668,300 1,339,346 1,571,896 422,081 265,190 347,388

1,259,905 1,000,942 647,465 318,756 198,185 143,089

※１社あたり単価は今回アンケートで回答があった県内企業の平均

※全体の消費額は1社あたり単価に県内からの出展企業数を乗じて推計

全体（円）

出
展
製
品
等
に

関
す
る
費
用

出
展
製
品
以
外
に

関
す
る
費
用

合計

（「設備投資費」
「(出展製品以外)その他」除く合計）

1社あたり（円）

出展社の出展関連消費額
27

「メッセ2025」出展社の出展関連消費額は、総額（推計）で347,388千円となった。

内訳は、出展製品等に関する費用305,783千円、出展製品以外に関する費用41,605千

円となった。



（ 千円 ）

2023年 2024年 2025年

来場者消費額
(交通費を除く）

9,658 7,546 7,808

来場者交通費 23,770 19,696 16,142

①来場者小計 33,428 27,242 23,950

出展社製品費用 347,142 233,273 305,783

出展社製品外
費用

74,939 31,917 41,605

②出展社小計 422,081 265,190 347,388

③主催者経費 70,463 70,903 73,261

合計
（①＋②＋③）

525,972 363,335 444,599

※来場者交通費は県内分だけで試算

※出展社費用は県内出展社に限り試算

※主催者経費は主催者確認済（毎年実行委員会の予算）

 「諏訪圏工業メッセ2025」開催による 直接的経済効果（推計）

「メッセ2025」開催による直接的経済効果
28

「メッセ2025」開催による直接的経済効果合計は、推計で444,599千円となった。

内訳は、来場者支出23,950千円、出展社支出347,388千円、主催者支出73,261千円となった。

本メッセは、県内外から訪れる多くの来場者の支出のほか、出展社の製品開発や設備投資に関

わる支出を中心に経済効果が認められる。従って、地域振興を図る上でも重要なイベントとなって

いる。

４．アンケート自由記述で挙げられた主な意見（良かった点）
29

「メッセ2025」について良かった点

＜来場者＞

諏訪地域の企業の技術力に感銘を受けた。

技術力のある企業が多く、見学していて飽きなかった。

土曜日に見学できるのは非常にありがたい。

＜出展社＞

来場者が多く、活気のある展示会である。

受注に結び付きそうな商談があった。

岡谷市での開催は３年目となり、各所で工夫がみられ好感を持った。

会場が以前に比べ明るくなり、非常に良かった。

熱中症対策など工夫をしており、見学しやすい環境を準備して頂きありがたい。

限られたスペースの中で、会場レイアウトに工夫を凝らしていて良かった。

会場が諏訪湖の近くにあるため、観光とセットでPRできて良い。



不満だった点・改善要望事項
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「メッセ2025」について不満だった点・改善要望事項

＜来場者＞
会場がかなり暑かった。

駐車場の誘導が良くない。誘導員の数が少ない印象。

駐車場と会場が離れていて大変だった。

出展社のブースが小さくて残念だった。

ブースの位置が分かりにくいため、案内の仕方を工夫してほしい。

＜出展社＞
駐車場が離れていて非常に不便で、路上駐車も目立った。

荷物の搬入出のため、会場付近に駐車できるスペースを設けてほしい。

会場が高温多湿で、体調不良になった。空調設備や開催時期を工夫してほしい。

東側と西側など出展場所がどのように決まるのか不透明である。

スペースが狭小で、床の重量制限や駐車場からの距離など展示の制約が増えた。

東側と西側で集客に差があったため、誘導の仕方を工夫してほしい。

 Wi-Fi環境など通信設備を充実させてほしい。

会場に関する主な意見
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＜来場者＞

会場内が高温多湿だった。空調や開催時期を工夫すべき。

駐車場の場所が遠く、誘導もわかりにくかった。

企業ブースが狭く、場所もわかりにくかった。

＜出展社＞

テクノプラザと体育館の２会場開催から、体育館に会場が集約された点は良かった。

会場が高温多湿で大変だった。空調設備や開催時期を工夫すべき。

駐車場が狭く、また会場から離れていて、機材の搬入出が大変だった。

体育館なので仕方がないが、搬入口が狭すぎると感じる。

体育館付近に飲食店がなく、食事に苦労した。キッチンカーなどの出展があれば来場
者の滞在時間を延ばせるのではないか。

体育館内の会場動線が悪く、東側と西側で集客に差があったように感じた。

出展ブースの間隔が狭く通路も狭いため、隣接するブースの見学者が自社のブース前
に集まって困った。



今後のあり方
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諏訪圏工業メッセの今後のあり方

＜来場者＞

いつも新たな発見があり、非常に有益である。開催を継続してほしい。

技術力を持った様々な企業があることを再認識できる機会となった。

出展する産業の裾野をもう少し広げてもいいのではないか。

＜出展社＞

昨今の温暖化傾向を踏まえると、６月開催は今後再考してほしい。また、スポットクー
ラーの導入など空調設備にはもっと配慮してほしい。

展示物に変化がなく、メッセのマンネリ化が気になる。今後の本メッセの目的設定など
を再定義し、時代に沿った展示・運営の形を議論すべき。

学生の見学日を分けるか、商談専用時間を設けるなどして商談に集中できる環境にし
てほしい。

本メッセはビジネスマッチングだけでなく地域振興の側面もあるため、出展会場付近に
キッチンカーや臨時売店を設けることで地域イベント性を持たせてもよいのではないか。

来場者数の減少を踏まえると、もう少し県外企業の出展を増やしてもいいのではない
か。






